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 The authors performed the field measurements in the microclimate around the building that has the large stepped roof
garden for three times. In this paper, the results of the last long time measurements are mainly presented, the aim of
which is to grasp the occurrences of down stream along by the green slope due to the gravity flow at nighttime.  From
these measurements, following results are obtained.  
1. In the calm night, the intermittent down stream with small turbulence was observed at the bottom of green slope.

The duration of the down stream is about twenty to eighty minutes.  
2. The maximum wind speed of down stream at the bottom of green slope is about 0.5 meter per second and the

maximum difference of air temperature between the top and bottom of green slope is about 1 degree. 
3. The frequency of the occurrences of down stream was clarified under the twenty conditions, which are classified

by the wind direction, wind velocity and net radiation at the rooftop. 
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1. 緒言 
 近年、ヒートアイランド現象などに代表される都市熱環境の悪化

が注目を集めるに伴い、都市内緑地はアメニティ提供などの心理的

効用のみならず屋外熱環境調整機能を有する貴重な存在として再認

識されている。しかし、建て詰まった都市に新規にまとまった緑地

を設ける事には自ずと限界がある。このような背景と相まって、東

京都の自然保護条例1)の改正を契機として、建物緑化は急速に普及

し、様々な工法が開発されている。 
建物緑化の熱的影響は、土壌と植生の断熱効果による建物空調負

荷の低減、植生の蒸発散による日中の建物外表面から大気への顕熱

輸送量低減等の屋外熱環境への影響の 2つに大別出来る。前者につ
いては、芝生植栽等の試験体を対象とした熱収支測定2)が多数報告

されており、実験データに基づく簡易伝熱モデルを用いた空調負荷

低減効果の定量化も可能となってきている。 
後者については、都市キャノピーモデルに建物緑化の伝熱モデル

を組み込み屋上緑化が都市気温へ及ぼす影響を定量化した例3)が挙

げられる。ここでは、都市の空間平均気温に対する屋上緑化の感度

は一般に考えられているほど顕著ではない事が報告されている。こ

の結果から、屋上緑化の環境調整機能は、緑のごく周囲に生じる局

所的なクールスポット効果が支配的であり、その効果を巧みに生活

空間に取り入れた設計が望まれると言えよう。 
屋外環境下の緑のクールスポット効果に関しては、これまで様々

な微気象観測が行われている。例えば、石田ら4)は、建物に囲まれ

た隣棟空間の気温分布を詳細に測定している。浅輪ら5)は、多数の

樹木を有する住宅街での微気象実測を行っている。さらに大規模な

都市内緑地として、成田ら6)は、新宿御苑での冷気のにじみ出し現

象についての実測結果を報告している。 
しかし、単独建物の屋上緑化や壁面緑化が周辺微気象及ぼす影響

を明らかにした観測例は極めて少ない。吉田ら7)は、k-εモデルを用
いて地上緑化、屋上緑化の場合の気温及び気流分布の予測を行い、

緑化による気温低減効果に関する検討を行っている。数値計算では

計算負荷の制約から建物形状などの条件をある程度単純化せざるを

得ない事を考えると、時々刻々変化する自然風、建物形状の不均一

性、空調室外機や自動車など人工廃熱ソースの偏在、等の非常に複

雑な条件である実在都市における観測データの集積が必要であろう。 
 以上の問題意識から、本稿では、大規模な 13層の階段状屋上庭園
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（以下、緑化斜面とする）を有する建物8)を対象として周辺微気象

観測の結果を報告するものである。当該建物は、設計当初から環境

共生建築としての明快且つ斬新なデザイン、他に類を見ない大規模

な屋上緑化などの点から広く注目を集めた。また、竣工した後も、

緑化植物の成長経過を追った記事が建築の専門誌に記載9)されるな

ど相変わらず高い関心を集めており、屋上緑化が普及しつつある現

在においても記念碑的な存在である。本研究に先立ち筆者らは当該

建物を対象とした短期の微気象観測を行い10)、緑化斜面周囲で夜間

冷気流の発生を示唆するデータを得ている。冷気流とは静穏な晴れ

た夜間に谷間や盆地で観測される間欠的な下降気流で、放射冷却に

よって斜面沿いの空気塊が周囲より低温となる事で発生する密度流

である。気象学分野においては実測11)やモデリング12)に関する研究

が多数行われている。また、建築環境工学分野でも、冷気流を住宅

地の夜間の暑熱緩和に活用する事を目的とした研究13) 14) が行われ
ている。通常数キロから数十キロのオーダーの広がりを有する斜面

地で生じる冷気流と同じ現象が、市街地に位置する 1棟の建物の緑
化斜面上で発生しているとすれば、建築環境工学上極めて興味深い

事例と言えよう。以上の背景から、本研究では対象建物緑化斜面近

傍の気流特性、特に夜間における下降気流発生の実態把握をメイン

ターゲットとした。 
尚、現下建築分野で広く行われている k-εモデルや LESなどによ
る定常計算では複雑形状市街地に位置する建物周辺の冷気流の間欠

性を予測する事は極めて困難である事、建物キャノピー層内外の流

れの intermittencyが現在の都市境界層研究におけるHot issueの 1つ
である事に鑑みると、本稿の実測結果は、特殊な形態を有する建物

を対象としたケーススタディとしてのみならず、都市境界層内の安

定条件下の乱流拡散現象に関して都市気候学上意義深いデータと位

置づけられる。 
 
2. 実測概要 
2.1 実測対象場所 
 測定対象とした建物は 1995年に竣工した商業・業務の複合施設で、
福岡市の中心市街地にある。敷地は博多湾の海岸線から約 1km南に
位置し、海陸風の影響を受け日中は北寄り、夜間は南寄りの主風向

となる。建物周辺地図を図 1に、建物写真を図 2にそれぞれ示す。 
建物は地下 4階、地上 14階、地上部最高高さ約 60mで、建物南
側には全 13層から成る階段状の屋上庭園（以下、「緑化斜面」とす
る）を有する。屋上庭園の一層の大きさは東西方向幅 120m(1階)～
98m(最上階)、奥行き 6mで、約 110種類 4万本以上の樹木が混栽さ
れ、庭園全体を回遊できるよう通路と階段が設置されている。樹木

の多くは高さ 1.7～1.9m の低木である。建物の南側には約 140m 四
方の芝生の公園が広がっており、緑化斜面と一体と成った緑地帯を

形成している。また、建物東側は幅約 20mの河川に隣接している。 
 

2.2 測定期間及び測定項目 
当該緑化建物を対象として 2回の夏期短期集中観測（2000年 9月

1日～9月 5日15）及び 2001年 8月 20～25日10)）と約 4ヶ月半(2002
年 7月中旬～同年 11月末)の長期観測を行っている。本稿では、2002
年度の長期観測の結果について述べる。 
測定機器の設置状況写真を図 3に、測定機器の設置場所を記載し
た屋根伏図及び立面図を図 4に、測定項目及び測定機器の一覧を表
1 に、それぞれ示す。様々な気象条件下における緑化斜面上の気流
性状を把握する事を主な目的として、緑化斜面の上部(11 階)、中部
(7 階)、下部(3,4 階)にそれぞれ超音波風速温度計を設置し、空気温
度と風速の3次元各成分について10Hzでの乱流計測を行っている。
階段状の屋上庭園群から成る緑化斜面は建物本体や植物群落による

大小様々な凹凸があるため、3階及び 4階については高さの異なる
それぞれ 2箇所に測器を設置している（以下、それぞれ「3階上」「3
階下」「4階上」「4階下」とする）。先に行った 2回の夏期短期集中
観測の結果から、緑化斜面西側は東側に比べ建物東側を流れる河川

の影響が少なく夜間に安定的な気流性状となる事が確認されたため、

測定機器はいずれも斜面西側に設置している。また、期間中 9月 9
日～11日の夜間には、スモークによる緑化斜面周辺気流の可視化を
行っている。 
尚、2002年 10月中旬に、緑化斜面西側 3階～12階において 3つ
の手法で植物群落の葉面積測定を行っている。第一は、魚眼レンズ

使用のデジタルカメラによる群落下の高さ 1.0mにおける天空写真
に拠る方法15)、第二は、樹木群落内の透過日射量から得られる日射 

表 1 測定項目及び測定機器 
期間 項  目 測定機器 測 定 場 所 
Ⅰ－A 上向き･下向き長短波放射量  精密長波短波放射計(英弘精機 MR-40) 6F 
Ⅰ－A 英弘精機  USA-1 西側3F群落上に2高度  
Ⅰ－A KAIJO  DA600TV 西側7F, 11F群落上に1点づつ 
Ⅰ－B 

3次元超音波 
風速温度計 

KAIJO  DA600 西側4F階下 (H=1.2m) 
Ⅰ－B 

緑化斜面上の 
風速3成分及び空気温度 
（乱流計測, 測定間隔10Hz） 

3次元超音波風速計 KAIJO WA-390 西側4F上 (H=2.4m) 
階段踊り場から群落上に 
アングルにて持ち出し 

Ⅰ－A 気温・相対湿  通風式温湿度計  (英弘精機 MH011PS) 屋上 H=1.5m 
Ⅰ－A 風速・風向 IRDUM風向風速計  (英弘精機 MI-290S) 屋上 H=2m 
Ⅰ－A 夜間の樹間内鉛直気温分布 T-cc 熱電対 0.23φ 5高度×10地点 (西側3～12F 緑化斜面群落内外) 
Ⅰ－B 夜間の階段部鉛直気温分布 T-cc 熱電対 0.23φ (0.6, 1.2, 1.8, 2.4mの4高度) 西側4F, 踊り場の手摺に固定されたアングルに設置 

Ⅰ－C 緑化斜面周辺気流の可視化 スモークジェネレーター2台 
ビデオカメラ3台 

1時間毎に15分間連続で西側4,8階から煙を発生させ、 
4, 8階, 建物南側公園の3箇所よりビデオカメラで撮影 

Ⅰ－C 緑化斜面放射温度分布 赤外線放射カメラ (NEC三栄 TH3100) 西側2Fに放射カメラを設置し、緑化斜面上部を撮影 
Ⅰ－D 群落中の天空写真 魚眼レンズ付きデジタルカメラ 3～12F (H=1m) ,約3.0m間隔で2～9箇所ずつ 
Ⅰ－E 群落透過日射量 簡易日射計(英弘精機 MS601) 3～12F (H=0m) 
Ⅰ－E 葉面積指数･平均群葉傾斜角 ﾌﾟﾗﾝﾄｷｬﾉﾋﾟｰｱﾅﾗｲｻﾞ  ー (LI-COR,  LAI 2000) 3～12F  
Ⅰ－A：2002/07/20～2002/11/30  Ⅰ－B：2002/09/01～2002/11/30  Ⅰ－C：2002/09/09～09/11の21時から翌4時  Ⅰ－D：2002/09/18  Ⅰ－E：2002/10/23, 25 



透過率に拠る方法16)、第三は、プラントキャノピーアナライザー

LAI2000による葉面積指数と平均葉群傾斜角に拠る方法である。そ
の結果、測定方法や場所によりばらつきはあるが、概ね葉面積指数

は 2.0～3.0m2/m3の範囲となった。 

3. 夜間の緑化斜面周辺気流特性 
3.1  気象条件及び緑化斜面の平均放射温度 
 緑化斜面周辺気流の可視化を行った 3日間の中でも、特に上空風
が弱かった 9月 11日夜から翌 12日早朝のデータについて詳細な検

図 5  屋上における気象要素の経時変化 (2002/9/11-9/12) 図 6 緑化斜面平均放射温度,気温,正味放射量の経時変化(2002/9/11-9/12)
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討を行う。まず、当該期間中の気象状況を図 5に示す。日射量の経
時変化から 11日から 12日にかけてほぼ快晴であった事が分かる。 
 次に、緑化斜面 6階西側に設置した精密長波短波放射計の上向き
長波放射量の実測値より算出した緑化斜面平均放射温度注1)と、3, 7, 
11階の空気温度の経時変化を図 6に示す。尚、緑化斜面の放射率は
0.97を仮定している。緑化斜面の放射温度は日中のピークで空気温
度に比べ約 7℃高い値を示す。一方、夜間 22時以降には、緑化斜面
放射温度は空気温度より低くなり、日の出前には最大で約 1.5℃低い
値を示している。また、正味放射量は、日没の 18時頃から負の値に
転じ、夜間最大で－45W/㎡程度まで低下している。 
 
3.2  緑化斜面各階の風速及び風向の経時変化 
屋上及び緑化斜面西側 3, 4, 7, 11階の各測定点における夜間の瞬

時風速スカラ値の時間平均 222 wvu ++ （以下、流速とする）、風向、

上下階気温差の経時変化を図 7に示す。尚、平均化時間は 10分とし
ている。 

屋上では 18時から 23時頃までは 2～4m/s前後の値を示し、風向
はほぼ北寄りで安定している。その後0時頃から6時までは約0.5m/s
以下の小さな値となっており、北寄りの風が卓越しているが風向の

変動は大きくなっている。緑化斜面上の流速は、18～21時の間はや
や場所による違いが見られるが、その後は各測定点ともにほぼ同じ

値を示している。 
緑化斜面上の風向は、屋上風速が変化した 0時頃を境として、そ
の前後の時間帯で異なる傾向を示している。屋上風速が比較的強か

った 0時以前については、変動はあるがいずれの測定点も南寄りの
斜面に沿った吹き上げ気流となっている。屋上風が弱まった 0時か
ら 6時の間については、3階上下及び 4階上下では北寄りの斜面に
沿った下降気流が生じている。尚、3階下及び 4階上は鉛直面内風
向 0～45度の範囲内で斜面平行下向きに比べ天空寄り、3階上及び 4
階下は鉛直面内風向－45～0 度で斜面平行下向きに比べ斜面寄りと
なっているが、これは測定点周辺の局所的な凹凸の影響を受けたた

めと考えられる。これに対し、比較的緑化斜面の上に位置する 7階
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図 8  各測定点における鉛直面内風向の経時変化 (2002/9/12  0時～6時,  平均化時間 30秒) 
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図 9  各測定点における鉛直面内風向の経時変化 (2002/9/12  1時～2時,  平均化時間 5秒) 



と 11階は 0時以前と同じく南寄りの上昇気流となっている。 
3階と 11階との気温差については、23時以前は±0.2℃の範囲内

を変動しているのに対し、3階,4階で下降気流が発生していた 0時
頃以降の気温差は負に転じ、1時から 5時の間は約－0.4℃前後の値
となっている。7 階と 11 階の気温差は、常に－0.1～＋0.2℃の範囲
内を変動しており、時間帯による特性の違いは見られない。 

 
3.3 下降気流発生時における風向の時変動特性 
 本節では下降気流の特性を更に詳細に検討する。まず、図 7に示
した平均化時間 10 分の風向において最も安定した下降気流が確認
された 3階上及び 3階下の測定点について、平均化時間を 30秒とし
た場合の鉛直面内風向の経時変化を図 8 に示す。継続時間 20～80
分程度の下降気流（1時 4分～45分、2時～2時 23分、2時 57分～
4時 20分、5時 11分～41分）が間欠的に発生しており、下降気流
発生時の風向変化は非常に小さい事が分かる。一方、連続的な下降

流が崩れた時間帯の風向は、斜面法線方向上向きや斜面平行方向上

向きなど時々刻々変化しており、その変動は激しい。また、図 7の
グラフと比較する事により、下降気流が崩れた時間帯の上下階気温

差が小さくなっている事が確認できる。下降気流の発生時間帯と屋

上での風向や風速との間には明確な相関は見られない。 
 次に、連続的な下降気流の発生時間帯を含む 1時から 2時までの
区間について、平均化時間 5秒とした場合の各測定点における鉛直
面内風向の経時変化を図9に示す。30秒平均データの図8と同じく、
1時 4分から 1時 45分までの間は、3階上下は風向の変化が非常に
小さく、下降流の乱れが小さい事がうかがえる。4階上下は 3階上
下に比べ、風向の変動が大きくなっており、下降流の発生時間帯が

短くなっている。また、4階上では、1時 20分頃と 1時 50分頃にプ
ロットが上に凸の緩やかなピークを示し、下降気流が卓越する中で

間欠的に 5～10分の上昇気流が生じている。スモークによる目視で
は、4 階付近において乱れの小さい下降流が緩やかに上昇気流に転
じた後に再び下降流に戻る様子が確認されたが、図 9のプロットは
この観察結果に符号するものと言える。7 階,11 階では風向が－90
度から 90度の範囲（下降気流）でプロットのばらつきが大きく、下
降気流の持続時間は非常に短い事が分かる。その中でも、7階と 11
階の両方でまとまった下降気流が観察されるのは、1時 28分から 1
時 31分までの 3分間のみである。 
 以上の風向及び風速のデータとスモークによる可視化実験におい

て観察された典型的な緑化斜面周囲の気流パターンを図 10に示す。
図 10(a)は緑化斜面上の全ての測定点で上昇気流となっており、屋上
風速が比較的強い条件下で発生している。図 10(b)は、緑化斜面の上

層、下層のいずれも下降気流が生じている状態で、屋上風速が極め

て弱い条件下で、ごく稀に観察された。図 10(c)は、7階、11階は上
昇気流、3,4階は乱れの小さい安定した下降気流が生じている状態で、
屋上風速が弱い条件では比較的長時間観測された気流パターンであ

る。 
 
4. 長期観測データに基づく統計解析 
4.1 下降気流発生時の乱流エネルギ及び緑化斜面上下気温差 

9月注2) の観測結果から屋上風速 3.0m/s以下、正味放射量 0W/㎡以
下の全データについて、流速と乱流エネルギの関係を図 11に、流速
と緑化斜面上下気温差の関係を図 12に、下降気流発生の有無で場合
分けして示す。尚、解析に用いたデータは平均化時間 10分である。 

3階下及び 3階上については、下降気流発生の条件では流速と乱
流エネルギの間には明確な負の相関があり、冷気流としての特性が

見られる。逆に、下降気流が発生していない条件では、プロットの

ばらつきはあるが流速が増加するほど乱流エネルギも増加している。

また、3階下では、下降流の流速と 11階との気温差は線形に近い負
の相関を示し、下降流が発生していない場合とは明らかに異なる傾

向となっている。3 階下のグラフから、本実測対象建物の緑化斜面
上の冷気流は、斜面下端付近の最大流速は約 0.5m/sで、斜面上下の
最大温度差は約 1℃となっている。7階及び 11階では、下降気流の
発生頻度そのものが極めて低いため、流速と乱流エネルギの関係に

明確な負の相関は見られない。また、7 階は下降気流発生の有無に
関わらず、11階との温度差は±0.3℃程度の範囲内となっている。 
 
4.2 冷気流の発生頻度 
緑化斜面上の気流性状を、『全層吹き降ろし』・『全層吹き上げ』・『下

層（3階上下）吹き降ろし且つ上層（7, 11階）吹き上げ』・『下層（3
階上下）吹き降ろし』の 4パターンに類型化した場合の各気流パタ
ーンの発生頻度を表 2に示す。発生頻度は、建物屋上での風速風向
と正味放射量によって 20条件に分類している。尚、データの平均化
時間は 30秒で、全測定期間中で比較的天候の良い日のデータのみを
解析対象としている。正味放射量が正の条件では全層吹き上げの頻

度が最も多い。一方、正味放射量が負の条件では、屋上風向が南風

の時は下層吹き降ろしの頻度が最も多く、北風の時は屋上風速が

3m/s以上では全層吹き上げ、3m/s以下では下層吹き降ろしの頻度が
最も多い。この事から、緑化斜面の全層で吹き降ろし気流となる事

は殆ど無いが、夜間で上空風が弱い時に下層階に下降流が頻繁に発

生すると言える。 
尚、緑化斜面の植物群落の葉面積が季節により変化する事を考慮

(a) 全層吹き上げ(9/11 21:30)      (b) 全層吹き降ろし(9/12 1:30)         (c ) 上層吹き上げ・下層吹き降ろし(9/12 3:00)
図 10  緑化斜面上における平均流の鉛直面内風ベクトルの例 （平均化時間 1分, 対象建物を西側から見る） 
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表

正味放射[W/㎡] 
屋上風向 北

屋上風速[m/s] 0～1 1～2 2～
サンプル数 1479 1693 29

11F 14.5 17.1 
7F 8.6 12.4 

3F上 22.6 22.2 
吹降 

3F下 20.4 19.5 
全層吹降 1.8 1.4 
全層吹上 62.5 58.7 

下層吹降,上層吹上 11.0 9.8 
下層吹降 16.9 15.7 
全層：3階上下･7階･11階の全測

  『全層吹降』『全層吹上

(c) 7階                            (d) 11階 
図 11  流速と乱流エネルギの関係（9月, 平均化時間 10分, 正味放射量 0W/㎡以下, 屋上風速 3m/s以下） 
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図 12  流速と緑化斜面上下気温差の関係（9月, 平均化時間 10分, 正味放射量 0W/㎡以下, 屋上風速 3m/s以下） 
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2  緑化斜面上の吹き上げ気流、吹き下ろし気流の発生頻度 （単位：％） 
Rnet ＞０ Rnet ≦ 0 

 南 北 南 
3 3～4 4～ 0～1 1～2 2～3 3～4 4～ 0～1 1～2 2～3 3～4 4～ 0～1 1～2 2～3 3～4 4～

34 2210 5919 1547 1598 2374 1295 2315 1783 1808 3538 1889 3666 3758 3818 4879 1642 1701
15.4 16.2 15.4 8.7 8.6 10.5 13.5 13.8 30.3 29.4 27.9 24.0 21.5 10.4 9.4 10.0 7.4 13.0
11.0 11.0 11.9 6.3 7.7 8.2 10.7 14.1 24.3 21.3 20.1 17.3 16.9 14.5 11.8 13.0 10.2 16.3
17.7 15.4 13.9 34.6 35.7 32.1 30.0 37.7 67.0 58.4 50.0 41.7 32.8 69.0 61.4 60.0 56.4 57.1
16.0 12.4 11.3 33.8 33.7 29.0 29.0 37.4 68.0 58.3 51.2 42.6 34.1 75.7 67.8 64.7 59.1 58.1
1.2 0.9 1.2 0.7 0.9 1.1 1.8 3.6 10.8 8.5 7.1 4.3 4.2 4.7 4.5 3.7 1.8 3.8

63.8 64.6 66.5 51.6 51.6 53.2 52.8 45.4 19.0 24.7 31.4 37.5 46.8 18.2 24.8 26.2 30.5 29.1
8.4 5.9 5.0 23.2 22.0 18.4 17.0 19.6 30.2 26.1 21.4 18.9 14.4 48.0 42.9 40.4 39.3 34.7

12.5 9.3 8.5 27.1 27.4 23.1 22.8 29.1 61.7 51.8 44.3 35.0 27.4 64.8 56.1 54.3 49.1 49.3
定点，下層：3階上下, 上層：7階･11階 
』『下層吹降･上層吹上』『下層吹降』の4つの中の最頻パターンを示す。 



して 1ヶ月毎のデータで同様の解析を行ったが、下降流の発生頻度
には季節の違いによる有意差はみられなかった。 

 
5. 結語 
大規模な 13層の階段状屋上庭園（緑化斜面）を有する建物の周辺
微気象を対象として、2回の夏期短期集中観測と約 4ヶ月半の長期
観測を行った。本稿では、緑化斜面内 6ヶ所に設置した超音波風速
温度計の乱流計測データおよびスモークによる可視化実験から、緑

化斜面周囲に夜間発生する冷気流の特性について詳細な検討を行い、

以下の知見を得た。 
1. 静穏な夜間には当該緑化斜面下部では、継続時間 20～80分程
度の下降気流が間欠的に発生しており、下降気流発生時の乱

れは極めて小さく、緑化斜面上部に比べ気温は低くなる傾向

が見られた。また、連続的な下降流が崩れた時間帯には、風

向の変動は激しく上下階気温差が小さくなる。 
2. 4 ヶ月間の観測データにより緑化斜面で発生する冷気流の斜
面下端付近での最大流速は約 0.5m/s、斜面上下の最大温度差
は約 1℃となった。 

3. 全測定期間中のデータから、正味放射量及び上空風速・風向
により 20条件に場合わけして、緑化斜面周辺の気流パターン
の整理を行った結果、正味放射量が負の条件では、屋上風向

が南風または、北風で風速 3m/s以下の場合に約 45～65%の割
合で下層部において冷気流が発生する確認された。 
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注記 
1) 精密長短波放射計による上向き長波放射量の実測値は、現場の状況からわ
ずかに植物群落以外の表面（緑化斜面中の階段、コンクリート躯体、地面

など）が含まれる可能性が考えられるが、センサー周辺の緑化斜面の状況

は代表的な緑化斜面の被覆状況と見なせると判断し、この実測値から得ら

れる放射温度を「緑化斜面平均放射温度」としている。 
2) 各月別に同様の解析を行ったところ、11月のみ異なる傾向を示した。これ
は超音波温度風速計の温度計測値に感度シフトが生じていた事が原因と考

えられる。そこで、本稿では 9月のデータを掲載している。 
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